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2008年総研プロジェクト

自学自習をめざした情報処理論の展開と課題

主任研究員 福 井 幸 男（商学部）

� はじめに

2008年度の総合教育研究室のプロジェクトの一

環で、文系情報関係の専門教育のカリキュラム内

容をヒアリング調査および文献調査した。�年間

という限られた時間での調査研究であったが、次

の諸点が暫定的な結論として提示できるかと思

う。①文系学部のカリキュラムのなかで、情報関

係の専門科目の占める割合は予想以上に少ないこ

と。②関東および関西の主要私立大学商学部に

限って、専任教員の担当科目から判断すると、学

部スタッフの中で情報系教員は多くて三人であ

る。ファイナンス、会計、マーケティング、国際

ビジネス、経営といった科目群に比して、圧倒的

に少ない。③その内容も、担当教員によって大き

く依存しており、たとえば語学や数理系の科目の

ように、絶対これだけは教えなくてはと言う最低

基準が見あたらないこと、逆に言えば、評価の定

まったいいテキストがないことにつきる、百家共

鳴の時代であるといえる。④とくに実習を取り入

れた授業を展開しようとすれば、キャンパスのコ

ンピュータ関連設備に授業内容が左右されるこ

と、⑤同じく、実習の学生理解の程度の少なから

ぬ部分が、テイーチングアシスタントなどのス

タッフの支援体制にも依存すること、⑥科目の履

修コースを情報系資格の観点を明示的に入れてい

ない、よりアカデミックな視点を大事にしている

大学に対して、資格取得そして就職に有利という

観点を強調している大学に分けることができる。

また、横浜商科大学経営情報学科の立川丈夫教

授からは、「SEを目指す場合とそうでない場合で

は、教育の内容は変わらざるをえないだろう」と

の示唆をうけたことは、プロジェクトの今後の方

向を考える場合、非常に有益であった。

� 財界からの要請

日本経団連は、2008年�月17日に「国民的視点

に立った先進的な電子社会実現に向けて」との提

言を行い、そのなかで、「高度 ICT 人材の育成と

活用の推進」について、産業界の求める人材と大

学側の育成する人材にミスマッチがあるとして、

筑波大および九大に経団連と連携して新しい大学

院コースを立ち上げることを唄い上げた。その基

礎となったのが、前年12月に公表された「高度情

報通信人材育成の加速に向けて」である。財界の

危機感は相当で、従来のように ICT 人材を社内

教育を数年受けさせてから本格的な研究に向かわ

せることでは、トップレベルに達するまでの期間

が長すぎるので、ソフトウェア開発で ICT 先進

国に立ち遅れ、ICT 先進教育のモデル大学院を

創設したわけである。こうした危機感を抱いた動

きは、各省庁に広がっており、文科省、経産省、

総務省と具体的な支援策を打ち出している。

本論にとくに関係する提言は、Ⅳ高度 ICT 人

材育成加速のための具体的方策の�の⑴実践的

ICT 教育に関する研究に関するつぎの箇所であ

ろう。「高度かつ実践的 ICT 教育の例として、

PBL（プロジェクト・ベースト・ラーニング）や

インターシップ等があげられ……PBL（プロジェ

クト・ベースト・ラーニング）のベストプラク

ティスの収集分析や、実在する大規模な情報シス

テムの成功・失敗事例を分析し、学習用に汎化さ

せた事例研究題材を整備……」としている。

上の図は、情報工学に関して、諸外国と日本の

カリキュラムを比較したものである。一番左の円

が、産業界のニーズを示していて、そこではプロ

ジェクトマネジメント、モデリング手法、設計手

法といったテーマが並んでいる。こうした産業界

のニーズに対して、八割方被さっているのが、情
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報基礎理論、プログラミング、アルゴリズムを擁

する諸外国大学のカリキュラムである。一番右の

円がわが国の大学カリキュラムであり、デジタル

回路、応用理論、特殊応用分野を備えている。ア

メリカでは学部でエンジニアリング、大学院でア

カデミックをやるのに対して、日本は学部から理

論研究をやるとして、実務的な分野を入社後に任

せる日本の教育に改革を求めている（「産学官連

携による高度な情報通信人材の育成強化に向け

て」、2005年�月、経団連）。

情報サービス産業は30万人の雇用と10兆円の市

場をかかえる産業であり、しかも今後の戦略的な

産業の一つである。それゆえに将来性を見据えた

改革が待たれる。現在では、日本の情報サービス

業界の採用方針は、IT スキルなどの大学専門教

育に期待できないところから、「良い素材」を見

つけて、入社後に実務に即した専門教育を展開す

る形をとっている。したがって、人間性、コミュ

ニケーション能力、指導性、英語力、IT 基礎力

などの教養的な能力を見て採用を決めている実情

となっている。そこでは文系を含めた幅広い人材

を求めている。

� 文系卒業生に対する業界サイドの期待

2008年秋に、ヴィンキュラムジャパン株式会社

の高木氏を招いて、研究会を開催した。氏は現在

同社のマインド V 活力委員会専任事務局に勤務

していて、採用担当である。わが国のソウトウェ

ア業界はマイクロソフト社のワードといったエン

ドユーザ向け一般向けソフトウェアではなく受注

ソフトの開発に従事している。SE の仕事として

は、IT に関心があり、人とのコミュニケーショ

ンが好きで論理的な考えができ、協調性がありま

わりとうまく仕事ができる人材が向いているので

あり、現状としては仕事を束ねるプロジェクト

リーダが不足している現状を指摘されていた。新

しい授業スタイルの提案として、「お客様に一つ

のシステムを提供して導入するまでの過程を学生

の間で、共同ワークで疑似体験する」講座の可能

性を提案されていた。具体的には、エクセルで会

計システムを作ることをあげられていた。氏はさ

らに、関西学院の強みと弱みを指摘され、コミュ

ニケーション能力やリーダーシップでは優れてい

るけれども、IT 知識とか人気ソフトの一歩進ん

だ使い方に不足感があると述べていた。筋力はあ

るがコーチに恵まれないアスリートじゃないかと
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表 全国各都市の水道料金表

苦言を呈されていた。「マスタリー・フォー・IT

サービス」、「当たり前のことが当たり前にできる

学生」を育てるのが、文系情報教育の勘所ではな

いかとの決言があった。講演の中では、マイクロ

ソフトの資格であるMOS の取得を進められてい

たことも印象に残った。

� 商学部「情報処理論」の課題とその工夫

まず、テキストとして、拙著『知の統計学�―

生命保険から証券投資、会計監査まで』（共立出

版）を使用した。題名通り、ビジネス情報に関す

る数理的な処理を説明した、いわば実習書であ

る。これらのトピックスをエクセルで解かせると

いう狙いの科目として担当・運営した。高木氏の

アドバイスあるいはグリーン教授の教育理念に影

響を受けたので、今回は、最後の二回の課題を、

PBLの要素を入れて、自学自習的なものとした。

久しぶりに、商学部学生一般に教えてみて、今

回はじめて気がついたことがある。それは、彼ら

のエクセルをある程度は高校時代に習って知って

おり、かつてのように、自動的にグラフが出てく

ることを見せて感嘆の声をあげるということが全

くなかったことである。といって、詳しく操作に

詳しいかと言うと、決してそうではない。基本的

な操作を知っているという程度であった。以前

は、一回の説明では要領を得なかった、連続番号

の割り当ても七割の学生はできていた。

利子計算、内部収益率、生命保険料、投資収益

率と、基本的な視点として「現在価値と将来価

値」を繰り返し強調しながら、�月を迎えた。こ

こからは、次の�種類のテーマに沿った課題を与

えた。その報告と今後の課題をつぎに示そう。毎

回の課題提出は。�月半ば以降はすべて関西学院

大学教育研究システム WEB サービスを使用し

た。レポート提出確認が容易で教員の負荷がな

く、しかもレポートもチェックが簡単であり、散

逸の可能性が全くない、しかも期限を過ぎるとシ

ステムとして受理されないので教育効果が高く教

員の負荷がない。

① 株式ポートフォリオ

学生にはポートフォリオの考え方、計算式をテ

キストに基づいて説明した後で、自由に複数企業

の月次株価収益率をデータとして使って、一年間

12個のデータからポートフォリオを組むように指

導した。内需企業と輸出企業という具合に、経済

動向の影響をなるべく互いに相殺か弱体化するよ

うな銘柄を選択するように指導した。一方の銘柄

に任天堂をあげる課題が少なくなかった。

② 地元の水道料金速算システムの設計構築

上水道料金計算体系を自動計算させるシステム

構築を一つの課題とした。安易な受講態度になら

ないように、受講生の実家の市町村の水道料金シ

ステムに限定した。学生にとっては同じ課題では

ないので、真似をすることもない。速算のために

は、vlookup など幾つかの関数を駆使しなければ

いけない。また、水道局のホームページを開けて

課算のやり方を理解しなければいけない。情報シ

ステムのある意味では鍵である要件定義を固める

というハードルをしっかりと乗越えた者だけがシ

ステム構築ができる。おかしな結果で出てくる原

因は、“システム設計”工程での要件定義が甘い

からである。「曖昧な要件定義」では、いざとなっ

たときにシステムが動かない。納得できない部分

をやり過ごして、「見切り発車」してはいけない

ことも強調した。

水道料金算定に関する部分的な理解、不十分な

理解、頭の中のイメージそして既存のソフトウェ

アの中からの都合のいいコピーでは、システムは

破綻するし、間違った結果を出してしまう。情報

システムでは一番大事な流れを課したわけであ

る。北は北海道から南は四国まで各地の水道料金
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のシステムが出てきた。次の表はその一例であ

る。料金は随分異なる。表頭縦欄の数値は、一ヶ

月当たりの世帯当たりの平均使用水量である。単

身、二人、三人、四人、五人そして六人以上と

なっている。

この課題で明確になったことは、受講生の弱点

が各地の水道料金体系の説明をきっちりと理解し

ていないという弱さであった。エクセルに詳しい

という以前の段階であり、それは料金体系をしっ

かりと読まずに、つまり要件定義が不十分なま

ま、エクセルを使ってシステム構築を行おうとす

る姿勢にあった。思いのほか、二ヶ月毎に水道料

金を請求する自治体が多く、これも混乱の一つに

なったことは十分に考えられる。

今、改めて彼らのファイルを一つずつ開いて、

仮想的な数値を適当に入れて検算してみる。学生

のプログラムに特定の数値を入れて、システム的

に自動計算されてくる料金が正しい計算値に一致

しないケースが約七割の学生にあった。局所的な

理解にとどまっている証拠である。各市の水道局

ホームページの読みが不十分で、一般家庭用で数

百万円という数値を平気で提出する学生がいる反

面、見事なシステムと見栄えで文句なく満点をつ

けたレポートも散見した。

地方自治体の家庭向け水道料金は、独立採算制

であるので、料金体系が地方自治体で千差万別と

なっている。最小限度の固定使用料たとえば月間

10m3 に対して、基本料金を固定的に設定し、そ

れを超える部分は、使用量に対して逓増的に課

す。この原則が全国の市町村に適用されるかと言

えば、必ずしもそうではなかった。たとえば、尼

崎市のように、一律1100円の固定料金に加えて、

20m3 までの使用量については m3 単位あたり45

円を徴集する自治体もあった。また、宝塚のよう

に、使用水量からの一発早見表のみをアップして

いて、こちらが学生に要求する料金体系表を掲げ

ていない場合もあった。また、消費税込みの料金

体系とそうでない体系をしっかりと読み込むこと

が不可欠である。定量部分についても、一定型と

逓増型があり、個人的にも興味深かった。市町村

によって、水道料金が相当以上に差があることを

学んだ。

③ 所得税速算システムの設計構築

商学部の学生といえども、所得税と法人税の違

いや累進課税、あるいは年収と年間課税所得の違

いなど、基本的な知識が十分にあるとはいえな

かった。日本国民の三大義務の一つが納税である

こと、所得税は国税、住民税は地方税などの基本

的な知識を与えた。これに加えて、所得税計算の

簡単なエクセル雛形を与えた（参考資料�）。こ

れを自由に改訂する形でシステムを構築すること

を求めた。

課題は次の通り。「多様な家族の働き方に応じ

た、世帯主本人の所得税速算プログラムを設計し

てください。前回に配布した私のプリントを基礎

に、貴君の力量の範囲で改訂されることを望む。

必ず、文章での説明を付記すること。最終課題で

す。同一のレポートがあった場合は、見せたほう

も写したほうも単位はあきらめてください。苦労

した点、意見交換した友人名、その議論内容を必

ず記入すること。結果よりも過程を評価したいか

ら。所得税の考え方がわからない学生は商学部生

として恥ずかしい」。

国税庁のホームページに掲載されている税務通

達を読んで理解し、要件定義をしっかりと頭に落

とし込んで、つぎにシステムにエクセルに書き落

とすという作業が不可欠となる。No. 1410 給与

所得控除、No. 1195 配偶者特別控除、No. 1140

生命保険料控除、No. 1180 扶養控除、No. 1214

中古住宅を取得した場合（住宅借入金等特別控

除）、No. 1175 勤労学生控除、No. 2260 所得税の

税率、財務省所得税額計算の仕組み（給与所得者

の場合）などの通達資料を配付して、概要を説明

した。

とくに、生命保険料控除額の自動計算システム

についてはエクセルで説明した。また、簡単な数

値例を架空の家計に想定して、たとえば、父親年

収900万円、母親パート収入101万円、大学生と小

学生の子供、住宅ローン残額2300万円、生命保険

料10万円といった場合に、父親の収めるべき所得

税を計算させるなど、エクセルでシステムを組む

前に、所得税の算出方法をクイズとして電卓で算

出させた（参考資料�）。一個一個の数値を確か

めながらの計算をさせたので、所得税の基本的な

理解は得られたかに思う。

学生の提出したレポートの品質は、学生の実力
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と所得税に対する理解度のかけ算であろう。

以下は学生のコメントである。

⑴ 最も苦労した点は、住宅ローン控除額のセル

の入力方法でした。一つのセルにまとめて入力

したかったのですが、方法が分からず、二つの

セルに分けて算出する方法にしました。

⑵ 様々な控除額の表を組み合わせて考えて自分

で表を作るのがとても難しかったです。授業を

通じて、Excel なんて全くといって今まで使っ

たことがなかった私が、�か月半でここまでで

きるようになり嬉しく思っています。しかし、

これで満足せずに今後もさらなる技術や知識の

向上を目指そうと思います。本当に有難うござ

いました！これからも末長くよろしくお願いい

たします。

⑶ 今回の課題をして感じたことは、意外と納税

しているということを知りました。私の家は、

住宅ローンは終えてしまい、住宅ローン控除は

受けていないようです。また、母に明細を見せ

てもらい作成したのですが、人的控除額が授業

でやったものよりも5万円ほど安かったです。

授業で、すごく所得税には人間の生活を考えて

の控除がさまざまあるんだなとも、感じました

がやはり、年間＊＊万円の納税をおこなってい

る考えると、結構高額であるなとも感じまし

た。母と納税の明細を見ながらこの課題を作成

しましたが、明細には民間生命保険料は記載さ

れておらず、あやふやなデータを入力すること

となりました。この授業を通じて、所得税につ

いて少し理解を深めることができました。

⑷ 自力でやりました。やはり保険料や給与所得

控除などの vlookup が難しかったです。

�箇所でも式が間違っていると上手くいかな

いので苦労しました。この授業を始めた時はエ

クセルのエの字も分からなかったのでここまで

できるようになるとは思いませんでした。

⑸ 春学期の情報処理論のはじめの方で、エクセ

ルの知識がほぼなかったので、不安が大きかっ

たけど、福井先生に丁寧に教えていただき、貴

重な知識を身につけることができました。半年

間と短い間でしたが、楽しい授業ありがとうご

ざいました。

⑹ もともと電子が苦手で、パソコンと睨み合い

すると、すごく疲れました。でも、控除につい

て少しわかるようになったのでよかったです。

⑺ 苦労した点は、vlookup の使い方に慣れるこ

とでした。最初は、if 文と vlookup をつなげ

て、数式が長くなると混乱していましたが、何

度も使っているうちに、簡単になってきまし

た。

⑻ 工夫した点は、人的控除の扶養家族のところ

を手入力するのではなく表に人数を入力するだ

けで自動的に計算されるように作りました。最

後の申告納税額は今回の値では、マイナスとな

り、還付されるので、申告納税が発生する場合

は、申告納税額の欄に、還付される場合は還付

額の欄に表示されるようにしました。

⑼ 私は、FP 二級を二回生のときに勉強しまし

たので、今回の所得税速算プログラムを作るこ

とによって、さらに所得税額の求め方の理解が

深まりました。

⑽ 情報処理論を履修して、保険や株式の考え方

を理解できたとともに、Excel の使い方もわか

り、以前よりスムーズにExcel を使えるように

なったと思います。ありがとうございました。

⑾ 今期の春学期にエクセル VBAを学び、どう

してもマクロを使ってみたかったので、この度

最終課題に使ってみました。実際、速算表のプ

ログラムを組むよりも、マクロのプログラムを

組む方に時間がかかっています。配偶者特別控

除で vlookup を使った以外は、授業の通りに計

算しています。配偶者特別控除と配偶者控除を

同じ関数でまとめて計算したので、表も一つに

まとめました。住宅取得特別控除は計算がやや

こしかったので、表から削除してしまいまし

た。マクロの記録で相対番地を使わなかったた

め、表をずらすと計算ができなくなってしま

う、リセットを押すと表の背景の色までリセッ

トされてしまう、速算表が計算されたままで基

礎情報を変更すると計算ボタンを押さずとも表

が書き換えられる等の改善点があるので、もう

少し時間があれば手直しをしたかったです。や

りたいことを全てエクセルとマクロを使って表

現できるだけの技能がまだないので、これから

エクセルとマクロを勉強していきたいと思いま

す。

⑿ 春学期の間だけでしたが、どうもありがとう

ございました。vlookup 等の知らない関数が学
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べてとてもためになりました。

⒀ 最初は vlookup と if 関数を使いこなすのに

苦労しましたが、使っていくうちに慣れてい

き、自分の思いどおりに使えるようになったこ

とが非常によかったと思います。税金について

の知識がほとんどなかったので、苦労しました

が、先生の説明と自分なりに調べたりして、最

低限の知識はつけることができました。

⒁ この所得税速算プログラムでは、最初に家族

構成と支払保険料を入力することで自動的に人

的控除と生命保険料控除が計算されるように

なっています。ここが私のいちばん気に入って

いるところです。配偶者控除になるか、配偶者

特別控除になるか、またはどちらにもならない

かを配偶者の所得をいれるだけで、判別するよ

うにしたところも気にいっています。手入力の

ところはかっことなっています。

⒂ 苦労した点は、表を作ることやどのようなレ

イアウトにすればわかりやすいかなど考えたこ

と。感想は、所得税の計算の仕方がわかって役

に立つと思いました。授業は楽しかったです。

参考資料�は、最優秀レポートである。台湾か

らの留学生のレポートであり、国税庁のホーム

ページの記事の読み取り方が難しかったというコ

メントに本人の真摯な態度が感じられた。

座学中心の授業が圧倒的な商学部の中では、こ

うした実習中心でしかも課題の設定に自由度があ

る授業を展開したことにはそれなりの効果があっ

たかと思う。食いついてくる学生と、そうとは言

えない学生に分別できるかもしれない。しかし、

受講生が34名と少数であったため、落伍者はほと

んどいなかったし、単位を落とした学生も、顔を

一回も見せなかった四年生二人にとどまった。

� おわりに

高木氏の提言やグリーン教授の信条そして豊原

教授の途上国での実践を参考に、今年の情報処理

論は、�月以降の授業展開を相当程度、従来とち

がう方向に転換した。学生に要件定義の重要性を

体感させようと、国税庁の通達などを自分で探し

て読むことを推奨した。

PBL の最初の第一歩を歩みだすことができた。

総合教育研究室のご支援に感謝したい。

参考資料� 所得税計算の雛形

参考資料� 所得税の基本理解のクイズ

参考資料� 最優秀レポート（周大鈞君）
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参考資料� 所得税計算の雛形
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参考資料� 所得税の情報システム構築の前に、基本理解のクイズ

� 父親は某機械メーカの社員、年収900万円

母親は、某化粧品販売会社の契約社員、年収234万円

大学生の息子、中学生の娘がいる。

2008年に芦屋市打出小槌町に総額4200万円で中古一戸建て購入、自己資金1500万円、残額は住宅ロー

ン2700万円。年末残額は2670万円。生命保険料年間10万5000円。

父親の支払う所得税はいくらになりますか。

父親の年収

給与所得金額

人的所得控除金額

物的所得控除金額

課税所得金額

所得税

� 父親は某機械メーカの社員、年収900万円

母親は、ボランティア活動に熱心な専業主婦

大学生の息子、中学生の娘、小学生の息子がいる。

母親の実家に73歳の祖母と同居している。

父親の支払う所得税はいくらになりますか。

父親の年収

給与所得金額

人的所得控除金額

物的所得控除金額

課税所得金額

所得税

� 父親は某機械メーカの社員、年収900万円

母親は、近所のスーパーで働いている、年収87万5000円

大学生の息子、中学生の娘、小学生の息子がいる。

長男は大学にあまり行かず、大阪ミナミの居酒屋でアルバイト年収145万円。

父親の支払う所得税はいくらになりますか。

父親の年収

給与所得金額

人的所得控除金額

物的所得控除金額

課税所得金額

所得税
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参考資料� 最優秀レポート（周大鈞君）
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